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保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

　

現
在
、
市
内
の
保
育
園
で
は
、

入
園
希
望
者
が
定
員
を
上
回
り
、

入
園
で
き
な
い
子
（
待
機
児
童
）

が
、
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

市
で
は
、
保
育
園
の
新
設
や
、
施

設
の
増
築
を
支
援
し
、
待
機
児
童

の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

幼
稚
園
で
も
、
保
育
時
間
を
延
長

す
る
預
か
り
保
育
を
実
施
し
、
子

育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
・
幼
稚
園
の
整
備
推
進

　

市
で
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の

施
設
整
備
を
推
進
し
て
お
り
、
保

育
ニ
ー
ズ
の
高
い
市
南
部
地
域
を

中
心
に
、
平
成
23
年
４
月
の
開
園

を
目
指
し
、
認
可
保
育
園
１
園
を

新
設
。
認
可
保
育
園
１
園
と
幼
稚

園
１
園
の
増
築
を
行
い
、
定
員
を

拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
で
初

め
て
と
な
る
幼
稚
園
機
能
と
保
育

園
機
能
を
併
せ
持
つ
認
定
こ
ど
も

園
１
園
も
新
設
し
ま
す
。

育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
を
派
遣

　

市
で
は
、
乳
児
が
生
ま
れ
た
家

庭
を
保
育
士
が
訪
問
す
る
「
育
児

サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
保
育
士
が
子
育
て
の

手
伝
い
や
助
言
を
行
い
、
安
心
し

て
子
育
て
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

応
援
し
て
い
ま
す
。

わかば保育園
（社会福祉法人若葉福祉会）

☎636･6303
（現すずらん高岡園）

☎641･0705
青島こども園保育園部
（認定こども園）

（学校法人大雄学園）

住所／大東町47‒1
定員／ 60人（０歳児６人、１歳児８人、２歳児
10人、３歳児12人、４歳児12人、５歳児12人）
保育時間／午前８時30分～午後４時30分
延長保育時間／午前７時～８時30分、午後４時30
分～７時

住所／小石川町四丁目1‒3（現：青島幼稚園）
定員／30人（０歳児６人、１歳児12人、２歳児12人）
保育時間／午前８時30分～午後４時30分
延長保育時間／午前７時～８時30分、午後４時30
分～７時（土曜日は午後５時まで）

認定こども園とは、幼児教育と保育を一体的に行
う幼稚園や保育所のことです。青島こども園は、
青島幼稚園に保育所機能を加えて新設される、市
内初の認定こども園です。

子育てを
応援します

問児童課　☎643･3111　内線618

新  設

新  設 ひよこ保育園　☎637･0752
（社会福祉法人ひよこ福祉会）

住所／青南町二丁目6‒66
定員／ 90人（増築により30人増。０歳児９人、
１歳児14人、２歳児16人、３歳児17人、４歳児
17人、５歳児17人）

保育時間／午前８時30分～午後４時30分
延長保育時間／午前７時～８時30分、午後４時30
分～７時
※園舎の増築に合わせ、子育て支援センターも開
設します。

増  築

こばと幼稚園　☎641･1252
（学校法人法城学園）

住所／瀬戸新屋70
定員／ 250人（増築により50人増）
保育時間／午前９時～午後２時
預かり保育時間／午後２時～５時30分（長期休業
時期は午前９時～午後５時30分）

増  築

育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業

　

市
で
は
、
出
産
後
間
も
な
い
お

母
さ
ん
が
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
に
、
保
育
士
が
家
庭

を
訪
問
し
、
育
児
を
お
手
伝
い
す

る「
育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
育
児
を
行
う
こ
と
で
、
子

育
て
の
不
安
解
消
に
努
め
て
い
ま

す
。「
昼
間
、
赤
ち
ゃ
ん
と
二
人

き
り
な
の
で
不
安
」「
沐
浴
、
授

乳
、
オ
ム
ツ
交
換
を
手
伝
っ
て
欲

し
い
」こ
ん
な
時
は
、育
児
サ
ポ
ー

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
／
生
後
１
８
０
日
ま
で
の
子

ど
も
の
保
護
者
で
、
昼
間
同
居

す
る
家
族
か
ら
育
児
の
援
助
が

受
け
ら
れ
な
い
人
で
、
市
税
な

ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

訪
問
時
間
／
月
曜
〜
金
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
一
日
４

時
間
以
内
）

利
用
料
／
無
料
（
１
回
の
出
産
に

つ
き
、
合
計
40
時
間
ま
で
）

申
し
込
み
／
児
童
課
・
岡
部
支
所
・

保
健
セ
ン
タ
ー
・
青
島
北
公
民

館
「
に
こ
に
こ
広
場
」・
高
洲

公
民
館
「
こ
ど
も
広
場
」・
き

す
み
れ
「
ち
び
っ
こ
ル
ー
ム
」

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
直
接
、
児
童

課
へ

　育児サポーターさんには、週に２～３時間来てもらい、
主に沐

もく

浴
よ く

のお手伝いをお願いしています。初めての子な
ので、子育てに不安も多かったですが、何でも質問でき
るので、安心です。
　昼間、赤ちゃんとずっと二人きりだとストレスがたま
ることもあります。安心して子育てするために、みなさ
んにも利用をお勧めします。

　現在、認可外保育所すずらん高岡園に通っています。
来年、新設される保育園には、給食室や園庭ができて、
今通っている保育所よりも施設が充実すると聞いていま
す。新しい保育園に入園できたら、園庭で自由に遊んで、
友だちもたくさん作ってほしいです。
　信頼できる先生や仲良くなった友だちと一緒に、子ど
もたちが保育園で過ごす大切な時間を、充実した環境で
過ごしてほしいと願っています。

森 亜佐美さん
　　 美結ちゃん
　　 堆賀くん

（光洋台）

西村和徳さん　
　　舞美さん　
　　菜沙ちゃん

（大東町）

新しい保育園に
期待しています

育児サポーター
派遣事業を
利用しています
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幼稚園名 住所 電話番号 定員 保育時間 預かり保育時間
夏休みなど

長期休業時期の
預かり保育時間

満３歳
児入園

高根幼稚園 瀬戸ノ谷7509‒3 ☎631･2401 80人 9:00 ～ 14:15 7:30 ～ 9:00
14:15 ～ 17:15 8:00 ～ 15:30 ○

瀬戸谷幼稚園 本郷225 ☎639･0057 90人 9:00 ～ 13:30 8:00 ～ 9:00
13:30 ～ 16:30 ― ○

稲葉幼稚園 堀之内520‒3 ☎641･2902 100人 9:00 ～ 14:00 8:00 ～ 9:00
14:00 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 ○

藤枝橘幼稚園 北方1130‒13 ☎638･0753 70人 9:00 ～ 14:00 14:00 ～ 17:00 9:00 ～ 15:00 ○

葉梨幼稚園 下之郷1713‒6 ☎638･0238 190人 9:20 ～ 14:00 8:30 ～ 9:20
14:00 ～ 17:00 8:45 ～ 17:00 ○

広幡幼稚園 鬼島393 ☎641･2389 270人 9:00 ～ 14:00 14:00 ～ 17:30 8:30 ～ 17:30 ○

平島幼稚園 平島602‒99 ☎643･2300 90人 9:00 ～ 14:30
8:00 ～ 9:00
14:30 ～ 16:30
（緊急時は対応）

― ○

西益津幼稚園 郡1009 ☎641･0164 200人 9:00 ～ 14:30 8:00 ～ 9:00
14:30 ～ 17:30 8:00 ～ 17:30 ○

藤岡幼稚園 藤岡二丁目7‒1 ☎641･6433 130人 9:00 ～ 14:30 8:00 ～ 9:00
14:30 ～ 17:30 8:00 ～ 17:30 ○

藤枝東幼稚園 若王子三丁目4‒34 ☎641･0879 300人 9:00 ～ 14:30 8:00 ～ 9:00
14:30 ～ 17:30 8:00 ～ 17:30 ○

藤枝西幼稚園 茶町一丁目1‒33 ☎641･0891 90人 9:00 ～ 14:30 8:00 ～ 9:00
14:30 ～ 17:30 8:00 ～ 17:30 ○

藤枝音羽幼稚園 音羽町三丁目10‒6 ☎643･1118 100人 9:00 ～ 14:30 8:00 ～ 9:00
14:30 ～ 17:30 8:00 ～ 17:30 ○

藤枝聖母幼稚園 茶町一丁目2‒51 ☎641･9522 240人 9:00 ～ 14:30 14:30 ～ 18:00 8:00 ～ 18:00 ○

駿河台幼稚園 駿河台二丁目13‒2 ☎645･0881 175人 9:00 ～ 14:00 14:00 ～ 17:30 8:30 ～ 17:30 ○

こばと幼稚園 瀬戸新屋70 ☎641･1252 250人 9:00 ～ 14:00 14:00 ～ 17:30 9:00 ～ 17:30 ×

志太幼稚園 志太三丁目14‒28 ☎644･7705 170人 8:30 ～ 14:00 7:30 ～ 8:30
14:00 ～ 18:30 7:30 ～ 18:30 ○

青島こども園
幼稚園部 小石川町四丁目1‒3 ☎641･0705 285人 8:30 ～ 14:00 7:00 ～ 8:30

14:00 ～ 19:00 7:00 ～ 19:00 ○

藤枝順心高等学校
附属幼稚園 前島二丁目3‒2 ☎635･0450 420人 9:30 ～ 14:00 7:30 ～ 9:30

14:00 ～ 19:00 7:30 ～ 19:00 ×

高洲幼稚園 高柳二丁目6‒1 ☎635･0513 300人 8:00 ～ 14:00 14:00 ～ 17:30 8:00 ～ 17:30 ×

高洲南幼稚園 高洲54‒4 ☎635･5031 300人 8:30 ～ 14:30 14:30 ～ 17:30 8:00 ～ 17:30 ×

大洲幼稚園 大洲二丁目27‒13 ☎635･1591 300人 9:00 ～ 14:00 14:00 ～ 17:30 8:00 ～ 17:30 ×

岡部聖母幼稚園 岡部町内谷1327‒1 ☎667･0261 210人 9:00 ～ 14:00 14:00 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 ○

※預かり保育時間は、保護者からの申し出により、保育時間を延長して預かることが可能な時間です。
※満３歳児入園とは、平成23年度に３歳になる誕生月の翌月から、幼稚園に受け入れる制度のことです。※幼稚園・保育園の情報は、市ホームページ、児童課や保健センターにある「藤の里 子育てノート」でも確認できます。

平成23年４月～ 24年３月に、保育園に入園を希望する人の申し込みを受け付けます。
申し込み／ 10月１日㈮～ 29日㈮に、児童課・岡部支所・各保育園に備え付けの書類（９
月中旬以降に配布予定）に必要事項を記入し、直接、児童課または岡部支所へ
※青島こども園保育園部は、９月15日㈬から、直接、青島こども園へ

保育園名 住所 電話番号 定員
平日 土曜日

保育時間 延長保育 保育時間 延長保育

藤枝保育園 若王子三丁目4‒33 ☎641･1634 120人 8:00 ～ 17:00 7:00 ～ 8:00
17:00 ～ 19:00 8:00 ～ 12:00 7:00 ～ 8:00

12:00 ～ 17:00

青木橋保育園 南新屋224‒4 ☎641･0911 90人 8:15 ～ 17:00 7:00 ～ 8:15
17:00 ～ 19:00 8:15 ～ 12:15 7:00 ～ 8:15

12:15 ～ 17:00

藤枝聖マリア保育園 下藪田733‒1 ☎638･2877 150人 8:00 ～ 17:00 7:00 ～ 8:00
17:00 ～ 19:00 8:00 ～ 17:00 7:00 ～ 8:00

たちばな保育園 上当間443‒3 ☎644･2522 120人 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30
16:30 ～ 19:00 8:30 ～ 12:30 7:00 ～ 8:30

12:30 ～ 17:00

ひよこ保育園 青南町二丁目6‒66 ☎637･0752 90人 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30
16:30 ～ 19:00 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30

16:30 ～ 19:00

ふじの花保育園 与左衛門41‒8 ☎635･2192 140人 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30
16:30 ～ 19:00 8:30 ～ 12:30 7:00 ～ 8:30

12:30 ～ 17:00

岡部聖母保育園 岡部町内谷581‒2 ☎667･0232 60人 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30
16:30 ～ 19:00 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30

16:30 ～ 17:00

城南保育園 城南一丁目5‒33 ☎641･2697 120人 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30
16:30 ～ 19:00 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30

16:30 ～ 17:00

前島保育園 前島三丁目16‒31 ☎635･9379 150人 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30
16:30 ～ 19:00 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30

16:30 ～ 17:00

岡部みわ保育園 岡部町内谷1629‒1 ☎667･0901 60人 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30
16:30 ～ 19:00 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30

16:30 ～ 17:00

岡部あさひな保育園 岡部町宮島517‒1 ☎668･0100 70人 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30
16:30 ～ 19:00 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30

16:30 ～ 17:00

わかば保育園 大東町47‒1 ☎636･6303 60人 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30
16:30 ～ 19:00 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30

16:30 ～ 19:00
青島こども園
保育園部 小石川町四丁目1‒3 ☎641･0705 30人 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30

16:30 ～ 19:00 8:30 ～ 16:30 7:00 ～ 8:30
16:30 ～ 17:00

入園対象／保護者（父母・祖父母など）の次のいずれか
の理由で、昼間十分な保育を受けることができない、
市内に住んでいる、おおむね生後６カ月から就学前ま
での子ども
・昼間、家庭外で働いている。もしくは、家庭内で子
どもと離れて家事以外の労働をしている。
・長期の傷病中。
・心身に障害がある。
・長期にわたって、同居の親族を常時介護している。
・震災・風水害などの災害の復旧活動に当たっている。
・母親が、出産間近、または出産後間もない。

保育園見学／事前に保育園に連絡すれば見学できます
入園までの流れ／入園申し込み（10月中）→親子面接
（11月～ 12月）→入園の決定通知送付（23年２月上旬）
→保育園の入園説明（23年２月下旬～３月上旬）

※現在、母親が産前・産後休暇中や育児休業中、今後出
産予定の場合や、市内へ転入予定で、23年度中に入園
を希望する場合の申し込みも受け付けます。
※本年度の入園申し込みをした子で、まだ入園できてい
なくて、23年度も入園を希望する場合は、あらためて
申し込みをしてください。

※申込多数の場合は、協議を行います。

幼稚園・保育園の
入園申込が始まります

保育園

認可外保育施設

申し込み／９月15日㈬から、直接、各幼稚園へ
※詳しくは、各幼稚園にお問い合わせください。幼稚園

平成23年度

問児童課　内線664

保育施設名 住所 電話番号 保育施設名 住所 電話番号
あいキッズランド 前島三丁目8‒1 ☎636･6751 どんぐり保育園 前島二丁目12‒13 ☎635･0203
白百合乳児保育園 音羽町一丁目5‒32 ☎641･5957 ベビーフレンドハウス 駅前一丁目20‒12 ☎644･4317
すずらん高岡園 高岡二丁目13‒1 ☎636･6303 マーガレットキッズ 前島三丁目9‒2 ☎634･0020
たんぽぽ保育園 南駿河台三丁目3‒15 ☎643･9944 マリア子どもの家 岡部町三輪1301‒13 ☎667･3453
ちびっこハウス岡部園 岡部町岡部437‒3 ☎667･1175 もりのいえ保育園 八幡986 ☎646･7122
ちびっこランド藤枝駅南園 前島一丁目9‒40 ☎636･7731 らんらん保育園 南駿河台四丁目3‒3 ☎643･4109
チャイルドルーム・リリー 下藪田398‒4 ☎638･1535 リトルＨａｐｐｙ 高洲5‒7 ☎634･1313
つくしんぼ保育園 堀之内589 ☎643･2420
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動
物
の
命
を
預
か
る
と
い
う
責
任

　

動
物
を
飼
う
と
い
う
こ
と
は
、
動
物
の
命
を
預
か

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ペ
ッ
ト
は
、
生
き
る
も
死
ぬ

も
、
飼
い
主
だ
け
が
頼
り
で
す
。
大
切
な
家
族
の
一

員
と
し
て
、
天
寿
を
全
う
す
る
ま
で
、
ペ
ッ
ト
は
愛

情
を
持
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

飼
い
主
に
は
、
ペ
ッ
ト
が
社
会
や
近
隣
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
世
話
を
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

人
と
動
物
が
共
に
生
き
て
い
け
る
社
会
の
実
現
に
は
、

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

猫
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
中

　

市
役
所
に
は
、
猫
に
関
す
る
苦
情
が
毎
日
の
よ
う

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
主
な
苦
情
の
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

・
庭
な
ど
に
フ
ン
を
さ
れ
、
悪
臭
が
す
る

・
宅
地
内
に
子
猫
が
産
み
落
と
さ
れ
て
い
た

レ
や
爪
と
ぎ
の
場
所
な
ど
を
確
保
し
、
声
掛
け
を
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

室
内
飼
い
に
し
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、
外
へ
出
た

・
発
情
期
の
鳴
き
声
が
う
る
さ
い

・
自
動
車
に
足
跡
や
傷
を
つ
け
ら
れ
た

猫
の
室
内
飼
い
の
ス
ス
メ

　

猫
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
ほ
と
ん
ど
は
、
放
し
飼

い
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

苦
情
の
中
で
一
番
多
い
の
が
、
フ
ン
害
で
す
。
あ

な
た
の
家
の
敷
地
内
に
、
知
ら
な
い
猫
が
フ
ン
を
し

た
ら
、
ど
ん
な
気
分
で
す
か
。
猫
に
対
す
る
不
快
感

は
、
や
が
て
飼
い
主
に
対
す
る
怒
り
へ
と
変
わ
り
、

人
間
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
へ
と
発
展
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

飼
い
主
と
し
て
、
猫
の
放
し
飼
い
は
、
隣
近
所
や

地
域
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
自
覚

し
て
く
だ
さ
い
。
長
年
、
お
付
き
合
い
を
す
る
ご
近

所
や
地
域
の
人
た
ち
と
の
間
に
、
ペ
ッ
ト
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
、
お
互
い
に
気
持
ち
の
よ
い
関
係

は
築
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
お
ス
ス
メ
し
た
い
の
が
、

が
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
飼

い
主
の
愛
情
は
、
必
ず
猫
に
伝
わ
り
ま
す
。

動
物
が
苦
手
な
人
の
た
め
に
も

　

猫
に
限
ら
ず
、
動
物
が
苦
手
な
人
も
大
勢
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
な
ど
で
、
動
物
に
近
寄
れ
な
い
人

も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
た
め
に
も
、
今
、

室
内
飼
い
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

避
妊
・
去
勢
手
術
を
お
願
い
し
ま
す

　

望
ま
れ
な
い
出
産
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
子
猫

が
、
処
置
に
困
っ
て
捨
て
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
不
幸
な
子
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
、
飼
い
猫
に
避
妊
・

去
勢
手
術
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

猫
は
避
妊
・
去
勢
手
術
を
行
う
と
、
発
情
期
特
有

の
、
外
へ
出
た
が
る
習
性
や
鳴
き
声
も
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
室
内
飼
い
も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
避
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
を
市
が
補
助

し
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪
で
す

　

飼
い
主
の
手
元
を
離
れ
た
そ
の
瞬
間
か
ら
、
ペ
ッ

ト
の
命
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
捨
て
た
ペ
ッ
ト

が
ど
こ
か
で
生
き
延
び
る
だ
ろ
う
と
い
う
安
易
な
考

え
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
野
良
猫
と
し
て
生
き
る
こ

と
に
な
っ
た
猫
は
不
幸
せ
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
こ
と
は
、
動
物
に
多
大
な
苦
痛

を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
犯
罪
行
為
で
す
。
動
物

愛
護
法
に
よ
り
50
万
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。

無
責
任
な
エ
サ
や
り
が
招
く
悲
劇

　

街
中
や
公
園
な
ど
で
野
良
猫
を
見
か
け
る
と
、
つ

い
か
わ
い
そ
う
で
エ
サ
を
あ
げ
た
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
は
、
自
然
な
感
情
で
す
が
、
野
良
猫
へ
の
無
責

任
な
エ
サ
や
り
は
、
結
局
、
猫
を
不
幸
に
し
ま
す
。

エ
サ
目
当
て
に
野
良
猫
が
集
ま
っ
て
き
た
り
、
望
ま

な
い
繁
殖
が
増
え
た
り
し
ま
す
。

　

野
良
猫
の
増
加
は
、
フ
ン
な
ど
に
よ
る
周
辺
地
域

の
環
境
衛
生
の
悪
化
を
招
き
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
訴
訟
問
題
に
ま
で

発
展
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。
無
責
任
な
エ
サ
や
り
は
、

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

猫
の
室
内
飼
い
で
す
。

大
切
な
猫
の
命
を
守
る
た
め
に

　

飼
い
主
と
し
て
は
、「
か
わ
い
い
猫
を
自
由
に
し

て
あ
げ
た
い
」
と
思
う
人
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
、

病
気
に
な
っ
た
り
と
、
放
し
飼
い
は
、
猫
を
危
険
に

さ
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
飼
い
主
の
目

の
行
き
届
か
な
い
放
し
飼
い
は
、
大
切
な
猫
の
寿
命

を
縮
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
飼
い
方
で
、
飼
い
主
と
し
て
、
猫
に
本

当
に
愛
情
を
注
い
で
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

放
し
飼
い
を
や
め
、
室
内
飼
い
を
す
る
こ
と
で
、

飼
い
主
は
、
猫
の
安
全
や
健
康
管
理
を
き
ち
ん
と
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

猫
の
習
性
を
生
か
し
た
室
内
飼
い

　

習
性
を
知
り
、
愛
情
を
注
げ
ば
、
猫
は
十
分
に
室

内
で
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
猫
は
上
下
に
動
く
こ

と
を
好
む
た
め
、
犬
の
よ
う
に
広
い
空
間
を
必
要
と

し
ま
せ
ん
。
高
い
と
こ
ろ
に
棚
な
ど
を
設
け
、
ト
イ

ペ
ッ
ト
は
大
切
な
家
族
の
一
員
で
す

正
し
い
飼
い
方
を
実
践
し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
、

か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
近
年
ペ
ッ
ト
に
関
す
る

苦
情
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
９
月
20
日
㈷
〜
26
日
㈰
は
、
動
物
愛
護

週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
人
と
動
物
が
共
生
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
が
大

切
な
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
主
に
「
猫
の
正
し
い
飼
い
方
」
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

問
生
活
環
境
課　

内
線
４
１
８

飼い猫に関する制度一覧
猫の登録制度
　猫を飼い始めたら、生活環境課で登録してください。
登録鑑札と愛猫手帳を交付します。鑑札は必ず首輪につ
けてください。

▼登録料／無料　 ▼持ち物／不要
避妊・去勢手術費用の助成
　飼い猫として登録した猫の避妊･去勢手術費用の一部
を補助します。希望する場合は、手術をする前に、生活
環境課へ申請してください。

▼補助金額／手術費用（税抜き）の２分の１（上限は４
千円）　 ▼持ち物／印鑑・愛猫手帳　
※申請日から３カ月以内に手術をし、請求書類を提出し
てください。

猫がいなくなったら
　ペットがいなくなった時は、すぐに生活環境課と県中
部保健所、藤枝警察署に連絡してください。
生活環境課　　内線418
県中部保健所　☎644･9283
藤枝警察署　　☎641･0110
※犬や猫には、必ず登録の鑑札を首輪などに付けてくだ
さい。「飼い猫」と「野良猫」の区別のほか、交通事
故にあったり、迷子になって保護されたりしたときに、
飼い主のもとに戻る可能性が、ぐんと高くなります。
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る
こ
と
は
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

何
の
た
め
の
調
査
？

　

国
勢
調
査
か
ら
は
、
人
口
や
世
帯
の
ほ
か

に
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
や
、
若
者
・

女
性
の
就
業
状
況
、
雇
用
形
態
な
ど
、
今
の

日
本
の
姿
が
わ
か
り
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
児
童
福
祉
や
高
齢
者
の
介

護
・
医
療
、
雇
用
施
策
、
地
域
の
活
性
化
な

ど
、
今
後
の
政
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
ま
す
。

今
年
の
国
勢
調
査
の
特
色
は
？

★
調
査
票
は
封
を
し
て
提
出

個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
封
筒
に
入
れ
、

封
を
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
調
査
票
は
郵
送
で
も
提
出
可
能

忙
し
い
人
で
も
回
答
し
や
す
い
よ
う
、
専

用
の
郵
送
用
封
筒
（
切
手
不
要
）
を
使
っ

て
郵
送
で
の
提
出
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

★
調
査
項
目
を
見
直
し

家
計
の
収
入
や
就
業
時
間
な
ど
の
調
査
項

目
を
廃
止
。
主
な
調
査
項
目
は
、
氏
名
・

男
女
の
別
・
生
年
月
日
・
５
年
前
の
居
住

地
・
従
業
地
ま
た
は
通
学
地
・
住
居
の
種

類
な
ど
で
す
。

調
査
の
方
法
は
？

❶
９
月
23
日
㈷
か
ら
、
調
査
員
が
各
世
帯
を

訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
そ
の

の
ご
ろ
、
新
公
共
経
営
っ
て
い
う
言

葉
を
見
か
け
る
け
ど
、
こ
れ
っ
て
何

の
こ
と
か
な
あ
？

役
所
や
県
庁
の
新
し
い
仕
事
の
や
り

方
の
こ
と
よ
。

ま
で
の
や
り
方
と
、
ど
ん
な
と
こ
ろ

が
違
う
の
？

言
で
言
う
と
、
民
間
企
業
の
仕
事
の

や
り
方
を
、
行
政
に
取
り
入
れ
よ

う
っ
て
こ
と
な
の
。

ぇ
、
で
も
民
間
企
業
と
市
役
所
じ
ゃ

あ
、
や
っ
て
る
こ
と
が
全
然
違
う
ん

じ
ゃ
な
い
。

れ
が
、
そ
う
で
も
な
い
の
。
市
役
所

の
目
指
し
て
い
る
仕
事
の
や
り
方
っ

て
、
住
民
が
望
む
こ
と
を
、
無
駄
な
時
間
や

お
金
を
か
け
ず
に
や
る
こ
と
よ
ね
。
こ
れ
っ

て
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
民
間
企
業
が
、

お
客
さ
ま
の
望
む
も
の
を
、
な
る
べ
く
早
く
、

安
い
価
格
で
売
ろ
う
と
す
る
の
と
、
す
ご
く

近
い
こ
と
な
の
。

役
所
に
民
間
企
業
の
や
り
方
を
取
り

入
れ
よ
う
っ
て
こ
と
は
、
民
間
企
業

の
ほ
う
が
進
ん
で
る
っ
て
こ
と
？

べ
て
が
勝
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

け
ど
、
進
ん
で
い
る
部
分
は
あ
る
わ

ね
。
や
っ
ぱ
り
、
他
の
企
業
と
い
つ
も
競
争

し
て
る
っ
て
こ
と
が
大
き
い
の
。
仕
事
の
や

り
方
を
常
に
改
善
し
な
い
と
、
競
争
に
負
け

て
し
ま
う
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
良
い
仕
事
の

や
り
方
を
考
え
て
い
る
わ
ね
。

え
ば
、
ど
ん
な
こ
と
が
市
役
所
で
行

わ
れ
て
い
る
の
？

う
ね
、
例
え
ば
、
お
客
さ
ま
の
満
足

を
第
一
に
、
仕
事
の
や
り
方
を
変
え

た
り
、
結
果
が
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
を
考
え

て
、
次
の
仕
事
に
生
か
す
仕
組
み
を
作
り
出

し
た
り
し
て
い
る
わ
。

る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
を
取
り
入

れ
て
い
る
か
ら
、
市
役
所
で
昔
の
よ

う
な
「
お
役
所
仕
事
」
を
あ
ま
り
見
か
け
な

く
な
っ
て
い
る
ん
だ
。

れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
藤
枝
市
役
所

は
独
自
に「
藤
枝
型
の
新
公
共
経
営
」

を
作
り
出
し
て
い
る
の
。

ぇ
、
面
白
そ
う
。
そ
れ
っ
て
ど
ん
な

こ
と
。

役
所
の
仕
事
は
、
職
員
が
直
接
、
住

ん
で
い
る
人
と
接
し
て
進
め
る
わ
ね
。

だ
か
ら
、
住
ん
で
い
る
人
の
役
に
立
つ
十
分

な
知
識
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
で
藤
枝
を
良
く

し
て
行
こ
う
と
い
う
意
欲
を
持
っ
た
職
員
を

育
て
て
い
る
の
。

　

具
体
的
に
は
、「
一
人
一
改
善
運
動
」
や

「
全
事
業
の
総
点
検
」
を
実
施
し
た
り
、「
若

手
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
や
、

「
自
治
体
法
務
勉
強
会
」
を
立
ち
上
げ
て
、

市
民
の
役
に
立
つ
人
材
を
育
成
し
て
い
る
わ
。

の
市
町
で
は
や
っ
て
な
い
の
か
な
ぁ
。

枝
市
ほ
ど
市
役
所
全
体
で
取
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
わ
。
実
は
今
、

藤
枝
型
新
公
共
経
営
が
、
全
国
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
る
の
。

　

本
年
度
だ
け
で
も
、
県
内
外
の
８
つ
の
市

区
町
（
御
前
崎
市
、
宇
治
市
、
伊
豆
市
、
沼

津
市
、
一
関
市
、
越
谷
市
、
目
黒
区
、
足
利

市
）
か
ら
、
議
員
や
職
員
が
視
察
に
来
た
り
、

藤
枝
か
ら
講
師
と
し
て
出
向
い
た
り
し
て
い

る
の
。
６
月
に
は
、
国
家
公
務
員
の
研
修
で
、

北
村
市
長
が
藤
枝
型
新
公
共
経
営
に
つ
い
て
、

４
時
間
話
し
て
き
た
わ
。
市
町
村
の
首
長
が

こ
の
研
修
の
講
師
を
依
頼
さ
れ
る
の
は
、
全

国
初
な
ん
で
す
っ
て
。

ぇ
、
す
ご
い
！ 

国
も
地
方
の
行
政

の
や
り
方
、
考
え
方
に
関
心
が
あ
る

ん
だ
。
地
域
主
権
の
時
代
だ
ね
。

気
な
ま
ち
藤
枝
は
、「
元
気
な
職
員
と
元

気
な
市
役
所
か
ら
」と
い
う
こ
と
ね
！

際
、
調
査
員
が
次
の
３
点
に
つ
い
て
確
認

し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

•
住
所

•
世
帯
の
代
表
者
の
氏
名

•
調
査
票
の
必
要
枚
数
（
一
枚
に
つ
き
４

人
ま
で
記
入
可
）

※
９
月
末
ま
で
に
調
査
票
が
届
か
な
い
場

合
は
、
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❷
10
月
１
日
現
在
で
、
調
査
票
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

❸
10
月
７
日
㈭
ま
で
に
、
郵
送
（
必
着
）
か
、

世
帯
を
訪
問
す
る
調
査
員
に
手
渡
し
て
く

だ
さ
い
。
調
査
員
は
、
調
査
票
の
内
容
は

確
認
し
ま
せ
ん
。

※
調
査
員
は
、
総
務
大
臣
が
任
命
し
た
国
家

公
務
員
で
す
。
市
内
で
は
６
２
０
人
の
調

査
員
が
調
査
に
当
た
り
ま
す
。
調
査
員
は
、

調
査
員
証
お
よ
び
従
事
者
用
腕
章
を
身
に

着
け
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
は
大
丈
夫
？

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
の
目
的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

調
査
員
や
調
査
員
を
指
導
す
る
市
職
員
な
ど

の
調
査
関
係
者
に
は
、
守
秘
義
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
調
査
票
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

今
後
の
日
本
の
政
策
決

定
の
た
め
に
は
、
み
な

さ
ん
の
調
査
協
力
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ど
ん
な
調
査
な
の
？

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口
・
世
帯
の
実

態
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。

★
調
査
は
、
５
年
ご
と
に
実
施

国
勢
調
査
は
大
正
９
年
に
始
ま
り
、
今
年

で
19
回
目
。
日
本
で
暮
ら
す
、
す
べ
て
の

人
が
対
象
の
調
査
で
す
。

★
対
象
者
は
、
10
月
１
日
現
在
で
実
際
に
市

内
に
住
ん
で
い
る
人

住
民
登
録
が
な
く
て
も
、
外
国
籍
で
も
、

市
内
に
住
ん
で
い
れ
ば
対
象
で
す
。

★
統
計
法
に
基
づ
き
実
施

国
勢
調
査
の
調
査
票
に
記
入
し
て
提
出
す

統計の
数字が語る

わが社会
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大正９年と平成 17年の男女・年齢別人口比較

（歳）　■平成 17 年 ■大正９年

（万人）

男 女

2005
平成17年

2005
平成17年

1920
大正９年

1920
大正９年

第２次世界大戦
の影響

59～60歳：
終戦前後にお
ける出生減

39歳：
昭和41年（ひのえ
うま）の出生減

31～34歳：
昭和46～49年の第
２次ベビーブーム

56～58歳：
昭和22～24年の第
１次ベビーブーム

66歳：
日中戦争の動員に
よる昭和13～14年
の出生減

国勢調査を実施します
本年は、国勢調査実施の年です。国勢調査は、国の最も重要な統計調査で、すべての人が調査の対象になりま
す。将来の日本のための大切な調査です。ご協力をお願いします。 問総務課　内線741

こ市

市

市他藤

例 すそ

そへ

へ元

な

今一へそ

事例

窓口案内システムの導入

土曜日１日窓口開庁（住民票などの発行業務）

高齢者に優しい館内案内表示の設置

相談窓口仕切り板の設置

指定管理者施設の一斉安全総点検

民間企業との連携による新たな無料展示ス
ペースの創出

藤枝型新公共経営で実現した成果事例

藤
枝
市
で
は
、藤
枝
型
Ｎ
Ｐ
Ｍ
（N

ew
 

P
ublic M

anagem
ent

…
新
公
共

経
営
）
を
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
の
「
切
る
」「
削
る
」
を

中
心
と
し
た
行
財
政
改
革
と
は
違
っ
た
、

藤
枝
な
ら
で
は
の
、
新
し
い
行
財
政
改

革
を
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

問
行
政
経
営
課　

内
線
３
９
２

納
得

藤枝型NPM

▲相談窓口仕切り板の設置

窓口案内システムの導入

▲
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Fujieda City News ふじえだ元気人
藤の里ニュースネットワーク 大学野球日本一に貢献

　

８
月
23
日
、
市
役
所
で
、
市
内
高
柳
に

住
む
杉
本
泰
昭
さ
ん
一
家
に
、
市
内
初
と

な
る「
も
っ
た
い
な
い
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

認
定
書
と「
ふ
じ
え
だ
グ
リ
ー
ン
乗
車
券
」

を
贈
り
ま
し
た
。

　

杉
本
さ
ん
一
家
は
、
２
月
15
日
に
エ
コ

フ
ァ
ミ
リ
ー
宣
言
を
し
、
エ
コ
生
活
へ
の

挑
戦
を
開
始
。
半
年
間
の
エ
コ
生
活
の
成

果
を
ま
と
め
、
こ
の
ほ
ど
、
市
に
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
杉
本
さ
ん
は
「
太
陽
光
発

電
を
設
置
し
た
こ
と
で
、
環
境
に
対
す
る

意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
環
境
に

配
慮
し
た
生
活
を
し
て
い
き
た
い
」
と
の

こ
と
。
市
長
は
「
エ
コ
は
意
識
が
非
常
に

大
切
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

あ
な
た
も
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
宣
言
を
し
、

エ
コ
生
活
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
生
活
環
境
課　

内
線
４
１
２

　

８
月
６
日
・
７
日
の
両
日
、
市
浄
化
セ

ン
タ
ー
で
「
夏
休
み
親
子
施
設
見
学
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
親
子
で
楽
し
く
、
水

環
境
を
守
る
公
共
下
水
道
の
し
く
み
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

見
学
会
に
は
、
市
内
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
、
約
１
０
０
人
が
参
加
。
初
め
に
、

下
水
道
の
し
く
み
や
役
割
な
ど
に
つ
い
て

の
説
明
を
担
当
職
員
か
ら
聞
き
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
内
の
汚
水
処
理
施
設
を
見
学
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
水
質
検
査
に
よ
る
水
の

汚
れ
調
査
を
体
験
。
ク
イ
ズ
形
式
で
、
下

水
道
の
し
く
み
や
歴
史
に
つ
い
て
楽
し
く

学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
し
た
親
子
は
、「
台
所
か
ら
油

を
流
す
と
下
水
道
が
ダ
メ
に
な
る
こ
と
が

あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
気
を

つ
け
た
い
で
す
」
と
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

問
下
水
道
課　
　

☎
６
４
４
・
１
１
８
１

　

８
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
、
駅
南
図
書

館
で
小
学
生
と
そ
の
親
を
対
象
に
「
わ
く

わ
く
夏
の
科
学
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
科
学
や
宇
宙
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う

こ
と
で
、
将
来
の
夢
や
希
望
を
育
て
よ
う

と
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

８
月
１
日
は
、「
科
学
実
験
体
験
教
室
」

と
し
て
、
磁
石
の
Ｎ
極
と
Ｓ
極
の
反
作
用

を
利
用
し
た
「
キ
ツ
ツ
キ
」
の
製
作
や
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
実
験
を
行
い
ま

し
た
。
８
月
21
日
に
は
、
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
の
小
泉
宏
之
さ
ん
に
よ
る
講
演

を
聞
い
た
後
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ

さ
」
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
行
い

ま
し
た
。
館
内
で
は
、
関
連
図
書
や
宇
宙

食
の
展
示
も
行
い
、
参
加
者
た
ち
は
、
宇

宙
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課　

☎
６
４
３
・
３
０
４
７

野
球
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
…

　

も
と
も
と
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き

で
し
た
。
小
学
校
１
年
生
ま
で
は
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
夜
、
テ
レ
ビ

を
つ
け
る
と
プ
ロ
野
球
が
中
継
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
面
白
そ
う
だ
と
思
い
始

め
ま
し
た
。

小
学
校
時
代
の
思
い
出
は
…

　

小
学
校
３
年
生
の
こ
ろ
か
ら
数
多
く
の

試
合
に
出
し
て
も
ら
い
、
野
球
が
楽
し
く

な
り
ま
し
た
。
５
年
生
で
は
エ
ー
ス
で
４

番
。
６
年
生
に
な
る
と
、
チ
ー
ム
の
キ
ャ

プ
テ
ン
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

静
岡
商
業
高
校
を
選
ん
だ
の
は
…

　

中
学
校
３
年
生
の
時
に
静
岡
商
業
高
校

は
、
春
の
選
抜
・
甲
子
園
出
場
を
目
指
し
、

東
海
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
し
た
。
東
海

地
区
で
も
強
豪
校
の
静
岡
商
業
高
校
で
、

自
分
の
力
を
試
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。

高
校
時
代
の
思
い
出
の
ヒ
ッ
ト
は
…

　

３
年
生
の
夏
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権

静
岡
大
会
の
、
準
々
決
勝
の
静
岡
高
校
戦

で
打
っ
た
、
決
勝
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
す
。

高
校
時
代
の
思
い
出
の
試
合
は
…

　

３
年
生
の
夏
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権

大
会
で
出
場
し
た
、
甲
子
園
球
場
で
の
２

試
合
で
す
。

高
校
時
代
ま
で
過
ご
し
て
い
た
藤
枝

で
の
思
い
出
は
…

　

藤
枝
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
は
、
自
分
自

身
、
サ
ッ
カ
ー
も
好
き
だ
っ
た
の
で
、
友

達
と
よ
く
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。

東
洋
大
学
を
選
ん
だ
の
は
…

　

東
洋
大
学
野
球
部
は
、
リ
ー
グ
優
勝
も

あ
り
、
プ
ロ
野
球
選
手
も
多
く
輩
出
し
て

い
ま
す
。
自
分
も
そ
の
高
い
レ
ベ
ル
で
野

球
を
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

目
標
に
し
て
い
る
選
手
は
…

　

巨
人
の
松
本
哲
也
選
手
で
す
。
松
本
選

手
は
、
小
柄
で
派
手
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
左
方
向
に
も
、
右
方
向

に
も
強
い
打
球
を
打
ち
分
け
ま
す
。
足
も

速
く
、
守
備
範
囲
の
広
さ
も
魅
力
で
す
。

来
年
の
春
に
は
卒
業
予
定
で
す
が
、

今
後
の
目
標
は
…

　

来
年
か
ら
は
社
会
人
に
な
り
ま
す
。
野

球
は
大
好
き
な
の
で
、
生
涯
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
…

　

野
球
は
と
て
も
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
経

験
す
る
こ
と
で
、
人
は
強
く
な
れ
る
と
思

い
ま
す
。
藤
枝
は
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
で
す

が
、
野
球
も
甲
子
園
出
場
や
、
将
来
の
夢

と
し
て
の
プ
ロ
野
球
選
手
、
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
ガ
ー
と
、
夢
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
野
球

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　

７
月
26
日
、
焼
津
市
役
所
大
井
川
庁
舎

で
「
第
１
回
（
仮
称
）
大
井
川
藤
枝
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
地
区
協

議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、

東
名
高
速
道
路
の
焼
津
・
吉
田
イ
ン
タ
ー

間
へ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
早
期
設
置
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
経
過
や
地

元
説
明
会
の
状
況
報
告
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

実
施
計
画
書
案
や
今
後
の
予
定
な
ど
に
つ

い
て
、
確
認
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
に
は
、
東
名
焼
津
・
吉
田
間
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
地
区
協
議
会
に
参
加
し
て
い

た
、
焼
津
市
・
藤
枝
市
と
国
・
県
・
中
日

本
高
速
道
路
㈱
に
加
え
、
島
田
市
が
参
加
。

今
後
、
平
成
27
年
３
月
の
共
用
開
始
を
目

指
し
、
整
備
に
よ
る
有
効
性
や
採
算
性
、

安
全
性
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

問
道
路
課　

内
線
２
７
５

も
っ
た
い
な
い
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー

浄
化
セ
ン
タ
ー
見
学
会

わ
く
わ
く
夏
の
科
学
教
室

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
地
区
協
議
会

第
１
号
は
杉
本
さ
ん
一
家

下
水
道
の
し
く
み
を
学
ぶ

宇
宙
を
身
近
に
感
じ
る

27
年
３
月
設
置
目
指
す

▲認定書を受け取る杉本さんご夫妻（左側２人）

▲水質検査に真剣に取り組む子どもたち

▲親子で自分だけの「はやぶさ」を作成中

▲協議会であいさつをする北村市長 瀧
た

き 

本
も

と 

聖
せ

い 

也や

プロフィール
1988年８月３日生まれ。163㎝、57㎏
青島東小→青島中→静岡商業高校→東洋大学

小学校２年生から野球を始める。高校時代は
３年生の夏に甲子園に出場。東洋大学では、
１年生からレギュラー。２年生の時には、同
校初の４冠（春季・秋季リーグ、大学選手権、
明治神宮大会で優勝）に大きく貢献。４年生
の今年も春季リーグ、大学選手権を制覇。２
度目の４冠を目指す。外野を守り、小柄なが
らコンパクトなスイングと俊足を武器に、東
都大学リーグを代表する選手として活躍。

▲友達とバットを持つ小学校３年生時の瀧本選手（左）

▲中学時代は一塁手だった瀧本選手（中央）
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交通
安全編

　

９
月
21
日
㈫
か
ら
30
日
㈭
ま
で

の
10
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
一
人
一

人
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
、
み
ん
な
で
交
通
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
事
故
防
止

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
交
差
点
に
お
け
る
出
合
い
頭
事

故
の
防
止

道
路
は
危
険
の
潜
む
場
所

　

平
成
21
年
に
起
き
た
交
通
事
故

に
よ
る
65
歳
以
上
の
死
者
数
は
、

全
国
で
２
４
５
２
人
。
こ
の
う
ち
、

歩
行
中
に
交
通
事
故
に
遭
っ
て
亡

く
な
っ
た
の
は
１
２
０
２
人
、
次

い
で
自
動
車
乗
車
中
が
５
９
２
人
、

・
横
断
歩
道
の
途
中
で
信
号
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
（
青
信
号
点

灯
中
に
渡
り
き
れ
る
と
い
う
思

い
込
み
）

・
道
路
横
断
中
は
、
自
動
車
の
ほ

う
が
止
ま
っ
て
く
れ
る
（
運
転

手
に
は
自
分
が
見
え
て
い
る
は

ず
と
い
う
思
い
込
み
）

　

こ
の
よ
う
な
思
い
込
み
が
、
交

通
事
故
を
招
き
ま
す
。
道
路
を
歩

く
と
き
も
、
自
転
車
や
自
動
車
に

乗
る
と
き
も
、
加
齢
に
よ
る
身
体

の
変
化
を
意
識
し
、
無
理
を
し
な

い
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

周
り
の
サ
ポ
ー
ト
が
大
事

　

交
通
事
故
防
止
は
、
高
齢
者
だ

け
が
注
意
す
る
の
で
は
な
く
、
日

常
的
に
高
齢
者
と
接
し
て
い
る
家

族
を
含
め
、
地
域
全
体
で
高
齢
者

の
行
動
の
特
性
を
理
解
し
、
見

守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
齢
者
へ
の
思
い
や
り
が
、
交
通

事
故
を
防
止
し
ま
す
。

自
転
車
乗
車
中
が
４
４
５
人
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
歩
行

中
の
全
死
者
の
約
７
割
、
自
転
車

乗
車
中
の
全
死
者
の
約
６
割
を
、

65
歳
以
上
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

道
路
は
、
多
く
の
危
険
が
潜
む

場
所
で
す
。
こ
の
認
識
が
高
齢
者

に
欠
け
て
い
る
こ
と
が
、
高
齢
者

の
交
通
死
亡
事
故
の
起
き
る
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
自
宅

付
近
の
道
路
に
対
す
る
警
戒
心
が

乏
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
齢
に
よ
る
身
体
の
変
化

　

交
通
安
全
の
た
め
に
高
齢
者
に

必
要
な
こ
と
は
、
加
齢
に
伴
う
身

体
の
い
ろ
い
ろ
な
機
能
の
変
化
を
、

客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
す
。

・
体
力
の
衰
え

・
前
傾
姿
勢
の
た
め
視
野
が
狭
い

・
視
力
や
聴
力
の
衰
え

・
平
衡
感
覚
の
衰
え

　

ま
た
、
自
分
自
身
へ
の
過
信
も
、

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す

〜
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
〜

救急車利用の半数以上が軽症患者
　平成21年の救急出場件数は、4,376件。平成元年の２倍
以上の出場件数となっています。
　救急車は、市民のみなさんの命を守るため、24時間いつ
でも出場できるよう準備しています。しかし、同時に出場
できる救急車の台数や救急隊員の数には限りがあります。
　救急車の出場件数の半数以上が軽症者の利用となってい
て、一刻を争う重症患者の救急搬送に、支障がでかねない
状況です。救急車は、タクシーではありません。大切な命
を救うため、救急車の適正利用をお願いします。
一刻を争う重症患者とは、こんな人
・意識がない人（呼び掛けに反応しない人）
・息をしていない人・呼吸困難や胸痛を訴えている人
・大量に出血している人
・骨折し、動けない人
・ひどいやけどの人
・長く、繰り返しけいれんする人

国
勢
調
査
の
ル
ー
ツ
を
探
る

10
年
に
一
度
の
大
規
模
調
査

　

今
年
は
、
19
回
目
の
国
勢
調
査

の
年
で
す
。
調
査
は
、
統
計
法
に

基
づ
き
、
５
年
ご
と
に
10
月
１
日

を
基
準
日
と
し
て
行
い
ま
す
。
西

暦
の
最
後
に
０
が
付
く
年
は
大
規

模
調
査
、
５
が
付
く
年
は
簡
易
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
大
規

模
調
査
の
年
で
す
。

大
正
９
年
に
第
１
回
目
の
調
査

　

日
本
で
最
初
に
国
勢
調
査
が
行

わ
れ
た
の
は
、
大
正
９
年
（
１
９

２
０
）
で
し
た
。
し
か
し
、
欧
米

諸
国
に
な
ら
っ
た
人
口
統
計
調
査

の
実
施
計
画
は
、
日
本
が
国
際
社

会
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
明
治
時
代
に

す
で
に
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
29
年
（
１
８
９
６
）
の
国

会
で「
国
勢
調
査
ニ
関
ス
ル
建
議
」

を
可
決
。
明
治
35
年（
１
９
０
２
）

に
は「
国
勢
調
査
ニ
関
ス
ル
法
律
」

が
施
行
さ
れ
、
明
治
38
年
に
調
査

の
実
施
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
日
露
戦
争
と
第
１
次
世
界

大
戦
の
影
響
で
実
施
が
見
送
ら
れ
、

よ
う
や
く
大
正
９
年
に
調
査
実
施

と
な
っ
た
の
で
す
。

記
念
メ
ダ
ル
に
刻
ま
れ
た
人

　

第
１
回
の
調
査
終
了
後
、
調
査

員
に
贈
ら
れ
た
記
念
章
（
メ
ダ

ル
）
が
、
市
内
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
メ
ダ
ル
は
銅
製
で
、
大
き
さ

は
直
径
約
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

菊
の
花
を
か
た
ど
っ
た
輪
郭
の
中

に
、
古
代
の
衣
服
を
着
て
、
巻
物

と
筆
を
手
に
し
た
男
性
の
姿
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
10
年
の
勅
令
「
第
一
回
国

勢
調
査
記
念
章
制
定
ノ
件
」
に
よ

る
と
、
こ
こ
に
刻
ま
れ
て
い
る
人

物
は
、
６
４
５
年
〜
６
５
０
年
の

大た
い

化か

年
間
の
国
司
で
す
。
大
化
と

い
う
と
大
化
元
年
（
６
４
５
）
に

起
き
た
「
大
化
の
改か

い

新し
ん

」
が
歴
史

上
有
名
で
す
。

戸
籍
の
誕
生

　

飛
鳥
時
代
、
権
勢
を
振
る
っ
て

い
た
蘇そ

我が

蝦え
み

夷し

・
入い

る

鹿か

親
子
が
、

中な
か
の
お
お
え
の
お
う
じ

大
兄
皇
子
（
後
の
天
智
天
皇
）

と
中な

か

臣と
み

（
藤
原
）
鎌か

ま

足た
り

に
よ
っ
て

討
た
れ
た
事
件
が
大
化
の
改
新
で

す
。
こ
の
後
に
出
さ
れ
た
改
新
の

詔み
こ
と
の
りで
、
公
地
公
民
の
原
則
や
中

央
集
権
の
国
家
体
制
、
税
制
な
ど

が
、
中
国
（
当
時
の
唐
）
の
体
制

に
な
ら
っ
て
初
め
て
取
り
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
長
官
と

し
て
都
か
ら
地
方
へ
派
遣
さ
れ
た

の
が
国
司
で
す
。
こ
の
国
司
に
よ

り
、
各
地
で
戸
籍
が
つ
く
ら
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
メ
ダ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な

歴
史
に
ち
な
ん
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

た
も
の
で
す
。
メ
ダ
ル
に
刻
ま
れ

た
国
司
が
、
手
に
持
っ
て
い
る
巻

物
は
、
こ
の
戸
籍
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
大
化
の
改
新
の
時
代

を
、
国
勢
調
査
の
ル
ー
ツ
と
し
て

重
視
し
、
こ
れ
を
記
念
し
て
メ
ダ

ル
を
作
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

えだっこじてん⑰

問文化財課　内線758

救急車の適正利用をお願いします
問消防総務課　☎641･9200

郷土博物館・文学館・田中城下屋敷の催し
問郷土博物館・文学館　☎645･1100

▼

第
１
回
国
勢
調
査
の
記
念
章（
個
人
所
蔵
）

▼

第
１
回
国
勢
調
査
の
記
念
ハ
ガ
キ

（
個
人
所
蔵
）

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り　
No.69

問
市
民
協
働
課　

内
線
２
６
７

▲金光明最勝王経（書写）

▲明治35年・白子にて

0

2,000

平成元年 平成５年 平成10年 平成15年 平成21年

2,102件

2,353件

3,076件

3,842件

4,376件
（搬送人員 4,132 人）

3,000

4,000

（件数）

中等症
1,557人
（37.7％）

重症274人
（6.6％）

死亡31人
（0.8％）

軽　症
2,270人
（54.9％）

搬送件数と傷病程度別比率
企画展
とき／９月25日㈯～10月24日㈰
　　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
休館日／月曜日・祝日の翌日
入館料／大人200円、中学生以下無料（共通）

文学館第23回企画展

「金
こ ん

光
こ う

明
みょう

最
さ い

勝
しょう

王
お う

経
きょう

」再生されたその姿と心
　奈良時代、聖武天皇は国家の安定を願い「金光明最勝王
経」10巻を書き写させ、日本全国の国分寺に納めました。
現存する経文は国宝に指定され
ています。
　金

きん

泥
でい

書
しょ

法
ほう

研究家の福島久幸氏
が復元した金泥技法と紫紙を用
いた書写経を展示します。ま
た、奈良の大仏（東大寺盧

る

舎
しゃ

那
な

仏
ぶつ

像
ぞう

）の木版画など、「金光明

最勝王経」関連の版画も展示します。
ところ／文学館・展示室

郷土博物館 第93回企画展

藤枝大祭り
　３年に一度、屋台の引き回しや長唄と地踊りの披露など
が10月上旬に盛大に行われる藤枝大祭りの開催に合わせ、
復元された四層屋台の模型を展示するとともに、祭りの歴
史をたどります。
ところ／郷土博物館・特別展示室

田中城下屋敷観月会「月下の笛」
とき／９月22日㈬午後６時30分～８時（午後６時開場）
ところ／田中城下屋敷庭園（雨天時は郷土博物館）
内容／篠笛と和太鼓の演奏
入場料／無料（申込不要）
※座布団などを持参してください。
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▼
と
き
／
９
月
21
日
㈫
午
後
２
時
〜

５
時　

▼
と
こ
ろ
／
藤
枝
商
工
会
議

所
４
階
ホ
ー
ル　

▼
内
容
／
『
お
客

さ
ん
が
望
む
「
お
店
」
と
「
ま
ち
」

の
こ
れ
か
ら
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

▼
定
員
／
１
５
０
人　

▼
入
場
料
／

無
料　

▼
申
し
込
み
／
電
話
で
商
業

観
光
課
へ　

内
線
４
６
５

自
分
が
作
っ
た
器
で
、
自
分
が
打
っ

た
そ
ば
を
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
ば
ち
ょ
こ
作
り

▼
と
き
／
10
月
10
日
㈰
午
前
10 

時
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
陶
芸
セ

ン
タ
ー　

▼
内
容
／
そ
ば
ち
ょ
こ
、

取
り
皿
作
り

そ
ば
打
ち

▼
と
き
／
11
月
14
日
㈰
午
前
10 

時
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
大
久
保

キ
ャ
ン
プ
場　

▼
内
容
／
そ
ば
打

ち
と
マ
イ
食
器
で
の
試
食

▼
定
員
／
30
人　

▼
参
加
料
／
２
５

０
０
円　

▼
申
し
込
み
／
９
月
15
日

㈬
〜
10
月
８
日
㈮
に
、
電
話
で
陶
芸

セ
ン
タ
ー
へ 

☎
６
３
９
・
０
１
４
８

▼
対
象
／
絵
を
描
け
る
子
と
そ
の
保

護
者　

▼
と
き
／
９
月
19
日
㈰
午
前

10
時
〜
11
時
・
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
大
旅
籠
柏
屋

▼
内
容
／
誰
で
も
簡
単
に
似
顔
絵
が

上
手
に
描
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
伝
授
し

ま
す　

▼
定
員
／
各
親
子
10
組
（
申

込
順
）　

▼
受
講
料
／
無
料
（
別
途

入
館
料
）　

▼
持
ち
物
／
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
ま
た
は
画
用
紙
、
色
鉛
筆
・

絵
の
具
・
ク
レ
ヨ
ン
な
ど　

▼
申
し

込
み
／
９
月
17
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
大
旅
籠
柏
屋
へ

☎
６
６
７
・
０
０
１
８

稲
葉
史
跡
ス
ケ
ッ
チ
展

ふ
れ
あ
い
Ｊ
Ｏ
Ｂ
フ
ェ
ア

子
ど
も
手
当
の
申
請

就
学
健
診
時
の
子
育
て
講
座

▼
と
き
／
９
月
10
日
㈮
〜
30
日
㈭
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時
（
土
・
日

曜
日
、祝
日
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

▼
休
館
日
／
９
月
13
日
㈪
・
21
日
㈫
・

27
日
㈪　

▼
と
こ
ろ
／
駅
南
図
書
館

問
稲
葉
公
民
館☎

６
４
３
・
５
０
０
５

「
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」
に
合
わ

せ
、
障
害
の
あ
る
人
の
合
同
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
／
９
月
24
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
受
付
時
間
／
午

後
０
時
50
分
〜　

▼
と
こ
ろ
／
焼
津

市
文
化
セ
ン
タ
ー

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
焼
津

☎
６
２
８
・
５
１
５
５

就
学
時
健
康
診
断
の
機
会
に
、
親
の

役
割
・
し
つ
け
を
テ
ー
マ
に
し
た
子

育
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
／
平
成
23
年
４
月
に
小
学
校

へ
入
学
す
る
子
の
保
護
者　

▼
と 

き
／
各
小
学
校
の
就
学
時
健
康
診
断

の
日
（
学
校
教
育
課
か
ら
通
知
し
ま

す
）　

▼
と
こ
ろ
／
各
小
学
校

※
託
児
（
１
人
３
０
０
円
）
を
希
望

す
る
人
は
、
健
診
日
の
10
日
前
ま

で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
生

涯
学
習
課
へ
。

問
生
涯
学
習
課☎

６
４
３
・
３
０
４
７

６
４
６
・
３
２
１
７

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た

中
学
校
３
年
生
以
下
の
子
の
い
る
保

護
者
宛
に
、
４
月
上
旬
に
子
ど
も
手

当
の
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、
９
月
30
日
㈭

ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
を
紛
失
し
た
人
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
９
月
30
日
㈭
以
降
に
、
申
請
書
を

提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
申
請
の
翌

月
分
の
手
当
か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す
。

問
児
童
課　

内
線
６
８
１

支
援
や
結
核
予
防
の
普
及
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
結
核
予
防
婦
人
会
（
健
康
推
進

課
内
）　

☎
６
４
５
・
１
１
１
１

り
除
き
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
課　

内
線
４
５
３

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

情
報

フ
ァ
イ
ル

　市民一人一人が積極的に福祉活動や健
康づくりに目を向け、健康福祉の増進と
市民のみなさんの一層の意識高揚を図る
ことを目的に健康福祉大会を開催します。
とき／９月25日㈯午後１時30分～４時
ところ／市民会館
内容／功労者表彰、講演など
演題／笑いは健康の良薬

　市では、長期的・大局的な観点に立ち、計画的な土地利用を
推進するため、「第３次藤枝市国土利用計画」を策定しています。
この国土利用計画素案へのパブリックコメントを募集します。
対象／市内に住んでいるか、通勤・通学している人。市への納
税義務がある人。本事案に利害関係を有する人
募集期間／９月22日㈬～ 10月16日㈯
公表方法／企画政策課、行政情報コーナー、岡部支所、文化セ
ンター、各市立公民館、市ホームページ
意見提出方法／意見書に住所・氏名・電話番号と計画に対する
意見を記入し、直接または郵送・ファックス・Eメール・電
子申請で、〒426‒8722市内岡出山1‒11‒1企画政策課へ
※匿名や電話での意見は受け付けません。
※意見に対する考え方は、市ホームページなどで公表しますが、
個別には回答しません。

　昨年誕生した、岡部宿のイメージキャラクターの
名称を募集します。
　このイメージキャラクターは、岡部のお茶・みか
ん、豊かな自然、東海道の歴史、人の明るさ・温か
さを持ち合わせ、多くの人たちが岡部宿を訪れたく
なるようにとの希望が込められています。みなさん
に愛され、身近に感じてもらえるような名前を付け
てください。
応募方法／９月30日㈭までに、キャラクターの名
称と住所・氏名・連絡先を記入し、岡部町商工会
にある応募箱へ
投函するか、郵
送またはFAXで
〒421‒1121市内
岡部町岡部6‒1 
岡部町商工会へ

講師／三遊亭楽春さん
（落語家・真打）
入場料／無料
※申込不要

健康福祉大会を開催
問社会福祉課　内線652

社会福祉協議会　☎667･2940

国土利用計画のパブリックコメント
問企画政策課　内線313　 643･3604
kikaku@city.fujieda.shizuoka.jp

イメージキャラクター名称募集
問岡部町商工会　☎667･0244　 667･2719

商
業
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

そ
ば
打
ち
・
ち
ょ
こ
作
り

親
子
似
顔
絵
講
座

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

９
月
は
、
秋
の
農
作
業
安
全
運
動
月

間
で
す
。
農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、

重
傷
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
が
特

徴
で
す
。
こ
れ
か
ら
秋
の
収
穫
期
を

迎
え
、
農
業
機
械
を
扱
う
機
会
が
増

え
ま
す
。
農
業
機
械
の
事
前
点
検
を

行
い
、
事
故
の
原
因
を
一
つ
一
つ
取

▼
と
き
／
10
月
２
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
中
部

看
護
専
門
学
校　

▼
内
容
／
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
妊
婦
・
高
齢
者
・
車

椅
子
体
験
、
足
浴
な
ど　

▼
入
場 

料
／
無
料　

※
申
込
不
要

問
静
岡
県
中
部
看
護
専
門
学
校

☎
６
２
９
・
４
３
１
１

技
能
検
定
と
は
、
働
く
人
の
技
能
を

一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
国
が

証
明
す
る
制
度
で
す
。
合
格
者
に
は
、

技
能
士
の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

▼
受
験
職
種
／
特
級（
26
職
種
）、１
・

２
級
（
46
職
種
）、
単
一
等
級
（
５

職
種
）、
３
級
（
15
職
種
）

※
受
験
資
格
・
受
験
料
な
ど
は
、
職

種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
受
験
案

内
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
職
業
能
力
開
発
機
構
協
会

☎
３
４
５
・
９
３
７
７

技
能
五
輪
は
、
優
れ
た
技
能
を
有
す

る
若
者
が
、
そ
の
技
を
競
い
合
う
全

国
大
会
で
す
。

▼
対
象
／
昭
和
63
年
１
月
１
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人　

▼
競
技
種
目
／

機
械
製
図
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
）、
電
気
溶
接
、

配
管
、
電
工
、
西
洋
料
理
、
冷
凍
技

術
な
ど
８
種
目　

▼
申
込
期
間
／
９

月
27
日
㈪
〜
10
月
８
日
㈮
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
職
業
能
力
開
発
機
構
協
会

☎
３
４
５
・
９
３
７
７

▼
受
験
資
格
／
平
成
23
年
３
月
に
高

校
卒
業
見
込
み
の
人　

▼
出
願
期 

間
／
10
月
８
日
㈮
〜
19
日
㈫　

▼
試

験
日
／
11
月
９
日
㈫

問
静
岡
県
中
部
看
護
専
門
学
校

☎
６
２
９
・
４
３
１
１

▼
と
き
／
10
月
９
日
㈯
午
前
９
時
〜

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
水
上
の
里
ビ
オ

田
ん
ぼ　

▼
定
員
／
60
人
（
申
込

順
）　

▼
参
加
料
／
１
人
３
０
０
円 

▼
持
ち
物
／
飲
み
物
、
軍
手
、
タ
オ

ル
、
お
椀
、
は
し
、
帽
子
、
汚
れ
て

も
い
い
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン　

▼
申
し

込
み
／
９
月
15
日
㈬
午
前
８
時
30
分

か
ら
電
話
で
生
活
環
境
課
へ

内
線
４
１
２

結
核
は
、
決
し
て
過
去
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
現
在
も
、

結
核
で
年
間
２
千
人
を
越
え
る
人
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
複
十
字
シ
ー

ル
募
金
運
動
は
、
結
核
の
撲
滅
を
図

り
、
健
康
で
明
る
い
地
域
を
つ
く
る

た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。
募
金
は
、

毎
年
９
月
に
市
結
核
予
防
婦
人
会
が

中
心
と
な
り
、
自
治
会
・
町
内
会
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ

の
募
金
に
よ
り
、
発
展
途
上
国
へ
の

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
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かげ＝ぼかし　5

秋
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間

中
部
看
護
専
門
学
校 

桂け
い

花か

祭さ
い

平
成
22
年
度
技
能
検
定
試
験

技
能
五
輪
静
岡
県
予
選

看
護
専
門
学
校
推
薦
入
試

ビ
オ
田
ん
ぼ
稲
刈
り
体
験

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
運
動

フォルクローレコンサート
藤枝の山々に、和太鼓と南米アンデス
のケーナの音が響き渡る音楽会です。
とき／10月３日㈰午後１時～４時
ところ／大久保キャンプ場
出演者／岡田浩安さん、藤枝太鼓ほか
入場料／前売券1,500円（学生千円）、当日券２千円（学生1,500円）
※入場券は大久保キャンプ場や藤の瀬会館で販売しています。
大久保グラススキー場感謝祭
　秋は、芝のゲレンデ遊びがおもしろい。２日間、リフト無料・ソリ
用具レンタル無料（滑走料別途）
とき／９月19日㈰・20日㈷　いずれも午前９時～午後３時
ところ／大久保グラススキー場
※２日とも
・滑走券を購入した先着50人に駄菓子をプレゼント。
・カレーライスを注文した先着50人は半額。
・大久保特産シイタケの詰め放題１袋500円（午後１時～・先着30人）。

大久保グラススキー場・キャンプ場　秋のイベント
問大久保キャンプ場　☎631･2227
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情
報

フ
ァ
イ
ル

　市では本年度から、多額な滞納や長期間の滞納などにより、
滞納処分として差押えした財産を、インターネットを利用して
公売します。
　公売とは、国税徴収法に基づき、市が差押えした財産を売却
することで、売却代金は滞納となっている市税に充当します。
この取り組みは、税負担の公平性と税収の確保を目的に行うも
のです。預貯金や不動産の差押えなどに加え、公売を実施する
ことで、滞納者を納期内納税者に転換する効果も期待できます。
公売処分の対象者／高額滞納者、長期間の滞納者など
公売対象財産／不動産、自動車、美術品、宝飾品、骨董品など
インターネット公売の日程
公売参加申込期間／ 10月15日㈮～ 27日㈬
入札期間／ 11月２日㈫～４日㈭
※出品物など詳細は、10月15日㈮からご覧になれます。
※今後の公売の日程は、市ホームページなどでお知らせします。
※詳しくは、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧
ください。

　明治36年９月20日、京都市で日本初の乗り
合いバスが走り始めました。この日を記念して、
９月20日を「バスの日」と定めています。
　路線バスは、通勤や通学、買い物などの際に、
運転免許証を持っていない人や高齢者などに
とって、なくてはならない大切な存在です。
　また、路線バスの利用は、交通渋滞の緩和や
二酸化炭素排出量削減による地球温暖化防止な
どの点からも、その重要性が見直されています。
　現在、市内の路線バスは、しずてつジャスト
ライン㈱と藤枝市自主運行バス、合わせて15路
線が運行しています。
　「バスの日」を機会に、自家用車からバスに
乗り換えて、地球にやさしい生活をしてみませ
んか。

インターネット公売を開始します
問納税課　内線634

９月20日㈷は「バスの日」
～バスに乗って出掛けよう～

問都市計画課　内線208

子
育
て
支
援
講
座

介
護
者
の
集
い

看
護
師
等
再
就
職
相
談

▼
対
象
／
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
全

過
程
に
参
加
で
き
、
受
講
後
、
子
育

て
支
援
事
業
に
参
加
を
希
望
す
る
人

▼
と
き
／
９
月
27
日
㈪
〜
10
月
８
日

㈮
の
８
日
間
程
度　

▼
と
こ
ろ
／
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

▼
定 

員
／
20
人（
選
考
）　

▼
申
し
込
み
／ 

９
月
17
日
㈮
ま
で
に
、
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
、

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

☎
６
４
１
・
５
５
６
５

▼
対
象
／
看
護
職
の
資
格
を
持
ち
、

現
在
、
就
業
し
て
い
な
い
人　

▼
と

き
／
10
月
５
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後

２
時　

▼
と
こ
ろ
／
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
／
現
場
経
験
を
持
つ
看
護
職

相
談
員
が
再
就
職
の
相
談
に
応
じ
ま

す　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し
込

み
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ

☎
２
０
２
・
１
７
６
１

２
０
２
・
１
７
６
２

▼
と
き
／
10
月
３
日
㈰
午
前
８
時
〜

午
後
２
時　

▼
と
こ
ろ
／
藤
の
瀬
会

館
芝
生
広
場　

▼
申
し
込
み
／
電
話

で
瀬
戸
谷
施
設
連
絡
会
事
務
局
（
藤

の
瀬
会
館
内
）
へ

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

▼
対
象
／
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

家
族
を
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人

▼
と
き
／
10
月
26
日
㈫
午
後
１
時
45

分
〜
３
時
30
分　

▼
受
付
時
間
／
午

後
１
時
15
分
〜　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容
／
紙
お
む

つ
使
用
時
の
ポ
イ
ン
ト　

▼
申
し
込

み
／
９
月
30
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で

介
護
福
祉
課
へ　

内
線
６
７
９

Ｂ
コ
ー
ス
︵
実
用
エ
ク
セ
ル
︶

▼
対
象
／
求
職
中
・
在
職
中
で
基

本
操
作
が
で
き
る
人　

▼
と
き
／

10
月
18
日
㈪
・
21
日
㈭
・
25
日
㈪
・

28
日
㈭
、
11
月
１
日
㈪
・
４
日
㈭
・

８
日
㈪
・
11
日
㈭
・
15
日
㈪　

い

ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分　

▼
受
講
料
／
４
８
０
０
円

▼
と
こ
ろ
／
㈱
シ
ス
テ
ム
イ
ン
吉
野

▼
定
員
／
各
コ
ー
ス
15
人
（
抽
選
）

▼
申
し
込
み
／
９
月
21
日
㈫
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

に
、希
望
す
る
コ
ー
ス
、住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
勤
務
先
、

具
体
的
な
パ
ソ
コ
ン
経
験
を
記
入
し
、

〒
426–

8722
市
内
岡
出
山
１–
11–

１
商

業
観
光
課
へ　

内
線
４
６
５

sho-kan@
city.fujieda.

shizuoka.jp

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

１
チ
ー
ム
６
人　

※
６
人
の
う
ち
最

低
１
人
は
中
学
生
以
下
を
含
む
こ
と
。

チ
ー
ム
編
成
は
家
族
で
な
く
て
も
可
。

▼
と
き
／
10
月
11
日
㈷
午
前
８
時
30

分
〜　

▼
と
こ
ろ
／
大
井
川
河
川
敷

ス
ポ
ー
ツ
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場　

▼
定
員
／
24
チ
ー
ム
（
申
込
順
）

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／

９
月
６
日
㈪
〜
24
日
㈮
に
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

内
線
７
７
４

６
４
３
・
３
３
２
７

Ａ
コ
ー
ス
︵
パ
ソ
コ
ン
入
門
︶

▼
対
象
／
求
職
中
・
在
職
中
の
初

心
者　

▼
と
き
／
10
月
４
日
㈪
・

７
日
㈭
・
14
日
㈭　

い
ず
れ
も
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分　

▼
受

講
料
／
１
７
０
０
円

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

藤枝介護者ぬくもりの会

竹
ち く

生
ぶ

会
か い

舞踊勉強会

南風写友会　写真展

市民文学教室（短歌）

新しい子どもの歌

ターゲットバードゴルフ市民大会

ハルモニア35周年記念イベント

デイリーイングリッシュ

話してみたい中国語講座

リサイクル本大募集お月見と演奏会の夕べ

親子リトミックランド

介護疲れで悩んでいる人が集まって、
話し合える場です。

▼ 活動／総会…年に１回（５月に開
催）、定例会…年に６回（２カ月に１回）
午前10時〜午後２時　 ▼ ところ／駅
南図書館会議室など　 ▼内容／専門職
による介護相談や介護施設の見学、食
事会など　 ▼会費／年千円　 ▼申し込
み／電話で宮崎宛へ
	 ☎090･5871･6069

今回は、男性も踊ります。

▼ とき／９月19日㈰午前10時〜午
後４時　 ▼ところ／生涯学習センター

▼内容／竹生会会員による舞踊発表会

▼入場料／無料　※申込不要
問仲田宅	 ☎635･4029

▼ とき／９月22日㈬〜 26日㈰　午
前９時30分〜午後５時（22日は午
後１時から、26日は午後３時まで）	

▼ ところ／生涯学習センター　 ▼ 内 
容／会員による写真展　 ▼入場料／無
料　※申込不要
問寺本宅	 ☎635･9789

▼ とき／９月25日㈯午後１時〜４時	

▼ところ／ハルモニア（青葉町二）　 ▼内 
容／フラメンコショーやコンサートな
ど　 ▼ 定員／ 60人（申込順）　 ▼ 入
場料／千円　 ▼申し込み／電話でハル
モニアへ	 ☎637･2111

▼とき／10月24日㈰午後０時50分〜	
４時30分　 ▼ところ／生涯学習セン
ター　 ▼講師／入野早代子さん（県
歌人協会常任委員）　 ▼定員／45人
（申込順）　 ▼参加料／300円　 ▼申
し込み／９月30日㈭までに、郵送で
短歌１首と80円切手を貼付した封筒
を同封し、〒426–0025市内藤枝
3–10–3藤枝市文化協会（岡野谷千里
宛）へ	 ☎641･3185

子どもが歌う童謡の歌詞を募集します。

▼対象／小・中学生　 ▼募集内容／未
発表の作品　 ▼ 参加料／無料　 ▼ 応
募方法／ 11月30日㈫までに、郵送
またはＥメールで〒420–0911静岡
市葵区瀬名1–27–60静岡県童謡の会
（恩田征弥宛）へ
※詳しくはお問い合わせください。
	 ☎263･1588
innervalley@gmail.com▼対象／市内に住んでいるか通勤して

▼ とき／毎週月曜日　午前10時〜
11時30分　 ▼ところ／生涯学習セン
ター　 ▼定員／ 15人（申込順）　 ▼会 
費／１回千円　 ▼内容／楽しく簡単な
日常英会話を学ぶ 　 ▼申し込み／電話
またはファクスで谷澤宅へ
	 ☎ 636･0095

▼ 対象／初めての人　 ▼ とき／９月
30日から毎週木曜日　午後７時〜９時	

▼ ところ／青島南公民館　 ▼ 定員／
10人　 ▼会費／１回600円　 ▼持ち
物／辞書、筆記用具　 ▼ 申し込み／
９月８日㈬〜26日㈰に、電話または
ファクスで中国語普及会（小松宅）へ
	 ☎ 635･4340

10月24日㈰午前10時〜午後４時の
て〜しゃばストリート105（BiVi藤
枝前歩行者天国）で「本のリサイクル
市」を開催します。読み終えた本を提
供してください。（汚れ・傷みのある
本は、ご遠慮ください。）

▼ 本の搬入／ 10月１日㈮〜10日㈰
に、直接、駅南図書館へ
問藤枝・図書館友の会（桑原宅）
	 ☎635･0122

いる人　 ▼とき／９月26日㈰午前８時
30分〜正午　 ▼ところ／志太河川敷	
グラウンド　 ▼参加料／500円　 ▼持 
ち物／水筒、タオル　 ▼申し込み／９
月15日㈬までに、電話またはファク
スでターゲットバードゴルフ協会（塚
口宅）へ	 ☎ 644･2161

月明かりの下で、琴やハーモニカ、和
太鼓などの演奏を楽しみませんか。

▼とき／９月25日㈯午後５時30分〜	

▼ところ／子持坂長屋門　※雨天の場
合は、子持坂ふれあいセンターで行い
ます。　 ▼ 入場料／ 100円　※申込
不要
問子持坂まちづくり協議会（村越宅）
	 ☎667･0682

▼対象／満2歳〜就園前の幼児とその
保護者　 ▼ とき／ 10月５日㈫・19
日㈫、11月２日㈫・16日㈫・30日
㈫　午前11時〜 11時45分　 ▼ とこ
ろ／生涯学習センター　 ▼内容／体を
動かしながら、身近なものを使った
音楽活動　 ▼ 定員／ 15組（申込順）	

▼ 参加料／３千円（全５回分）　 ▼ 申
し込み／９月16日㈭午前9時から電
話で水野宅へ	 ☎637･0990

▼
長
時
間
、
子
ど
も
を
預
か
っ
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
保
育
園
が
人

気
で
す
。
こ
の
た
め
、
毎
年
、
保
育

園
に
入
れ
な
い
子
ど
も（
待
機
児
童
）

が
増
え
て
い
ま
す
。
反
面
、
幼
稚
園

の
入
園
率
は
、
平
均
70
％
（
平
成
22

年
５
月
現
在
）。
定
員
に
余
裕
が
あ

り
ま
す
。
今
は
、
幼
稚
園
で
も
延
長

保
育
（
預
か
り
保
育
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
働
き
な
が
ら
育
児
を
す
る

保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
安

心
な
体
制
で
す
。
市
内
初
と
な
る
幼

保
一
体
の
青
島
こ
ど
も
園
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
子
育
て
の
し
や
す
い
藤

枝
市
を
、
今
後
も
目
指
し
ま
す
。

児
童
課　

広
報
委
員

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

▼
炎
暑
、
猛
暑
の
８
月
か
ら
、
９
月

へ
と
月
は
替
わ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
暑
い
日
が
続
き
そ
う
で
す
。
中

学
生
・
高
校
生
の
み
な
さ
ん
に
と
っ

て
、
今
夏
は
熱
い
夏
で
し
た
か
。
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
中
体
連
や
高

校
総
体
で
発
揮
で
き
た
人
。
捲け

ん

土ど

重ち
ょ
う

来ら
い

を
期
し
て
汗
と
泥
に
ま
み
れ
た
人
。

「
夏
を
制
す
る
者
は
…
」
の
言
葉
ど

お
り
、
将
来
の
た
め
に
勉
強
に
励
ん

だ
人
。
あ
な
た
の
夏
は
、
充
実
し
て

い
た
で
し
ょ
う
か
。
今
号
で
紹
介
し

た
瀧
本
聖
也
さ
ん
も
、
中
・
高
校
生

時
代
の
充
実
し
た
夏
が
今
の
活
躍
を

支
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
元
気
な

藤
枝
人
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
○ま

編

集
後
記

ま
ち
か
ど
フ
ァ
イ
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

朝
市
出
店
者

勤
労
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

フ
ァ
ミ
リ
ー
大
会



交通規制（車両通行禁止）
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■…10月２日㈯・３日㈰午後６時30分～９時30分

信
用
金
庫

飽波神社
図書館

市役所

図書館
岡出山

市役所

国道１号

藤枝北高警察署

藤
岡
団
地

入
口
藤
岡
団
地

入
口

勝草橋

蓮華寺池公園藤枝中学校 蓮華寺池公園

瀬
戸
川

本町交番

藤枝小学校藤枝西高
　　跡地

中央小跡地

藤枝中学校

P P

P

■・■…交通規制区域

中央消防署

大祭り本部

19 Fujieda H22.9.5

藤枝大祭り
日本一の長唄による地踊り

【９月30日㈭】
藤枝大祭り前夜祭

「長唄と地踊りの宴」
開演時間／午後５時30分
ところ／市民会館
内容／約80人の師匠による長唄演奏
入場料／４千円
問い合わせ・入場券販売所／
市観光協会　☎645･2500
市観光案内所　☎647･1144
主催／藤枝大祭連合会

【10月１日㈮】
屋台の引き回し　正午ころ～午後９時
飽波神社奉納踊り
上伝馬／午後２時～、岡出山／４時～

【10月２日㈯】
屋台の引き回し　午前８時30分ころ～午後９時
飽波神社奉納踊り
千歳／午前９時10分～、市部／午前11時30分～、長楽
寺／正午～、左車／午後１時50分～、原／３時～、下
伝馬／３時30分～、五十海／４時～、白子／４時45分～

【10月３日㈰】
屋台の引き回し　午前８時30分ころ～午後９時
飽波神社奉納踊り
小坂／午前９時10分～、栄／９時40分～、木町／ 11時～、 
益津／午後４時45分～
本部前地踊り
益津／午後４時～、原／４時20分～、左車／４時40分～、
下伝馬／５時～、五十海／５時20分～、白子／５時40
分～、市部／６時～、栄／６時20分～、木町／６時40
分～、長楽寺／７時～、小坂／７時20分～、岡出山／
７時40分～、上伝馬／８時～、千歳／８時20分～

祭典の歴史―江戸時代、田中城の鬼門
の方角を守る青山八幡宮の大祭の際に、
藤枝宿の屋台が神輿渡御の行列に付き
添ったのが始まりです。
　明治４年（1871）の廃藩置県で田中
藩が解体された後、寅・巳・申・亥の年
に開催される飽波神社大祭に、この屋
台の引き回しが移行され、現在は「藤
枝大祭り」と呼ばれています。
　大正５年（1916）に、長唄家元の六世・
芳村伊十郎を迎え、長唄による地踊り
披露という形態となりました。

３年に一度の藤枝大祭りが、10月１日㈮～３日㈰に開催されます。14の区が競う、大迫力の屋台引き回しと長唄によ

る優雅な地踊り。旧東海道藤枝宿一帯で繰り広げられる「粋でいなせな江戸文化」を、ぜひ、ご覧ください。

市観光案内所　☎647･1144

千
歳

白
子

長
楽
寺

下
伝
馬

五
十
海

原
木
町 栄

小
坂

上
伝
馬

益
津

岡
出
山

左
車

市
部



広報ふじえだ

広
報
ふ
じ
え
だ
　
９
月
５
日
号
　
2010　

N
o.1062

藤
枝
市
役
所
　
☎
054･643･3111㈹

　
054･643･3604

http://w
w

w
.city.fujieda.shizuoka.jp/

info@
city.fujieda.shizuoka.jp

発
行

・
編

集
／

藤
枝

市
 総

務
部

 広
報

課
（

内
線

305）
〒

426-8722 静
岡

県
藤

枝
市

岡
出

山
一

丁
目

11番
1号

印
刷

／
共

立
印

刷
㈱

　
再

生
紙

使
用

ライトアップで彩られた駅南公園の噴水

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

お知らせ
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